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と
北
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二
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の
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保
有
国
の

意
地
の
張
り
合

い
が
続
い
て
い

る
。
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が
「
（
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は
）
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と
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り
に
直
面
す
る
」
と
挑
発
す

れ
ば
、
金
正
恩
氏
が
「
米
国

の
哀
れ
な
立
場
を
認
識
さ
せ

る
」
と
返
す
な
ど
、
両
者
と

も
お
よ
そ
一
国
の
指
導
者
と

は
思
え
な
い
言
動
を
続
け
て

い
る
▼
子
供
の
喧
嘩
と
言
う

べ
き
や
り
取
り
だ
が
、
軍
事

力
の
行
使
が
絡
む
だ
け
に
笑

い
話
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

各
国
が
両
者
の
自
制
を
求
め

て
い
る
が
、
聞
く
耳
を
持
た

な
い
よ
う
だ
▼
し
か
し
、
冷

静
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

い
っ
た
ん
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が
起
こ
れ
ば
真
っ

先
に
被
害
を
被
る
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は
、
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で
は
な
く
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朝
鮮
と
米
国
、

場
合
に
よ
っ
て
は
韓
国
や
日

本
な
ど
の
、
い
ず
れ
も
「
罪

な
き
市
民
」
で
あ
る
こ
と
を
。
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の
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を
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る
な

ら
、
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氏
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は
猛
省
と
自
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を
促
し
た
い
。
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全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
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、
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で
も
一
一
〇
番
」

を
常
時
設
置
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す
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の
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客
観
的
で
納
得
性
の
高
い

職
務
分
類
制
度
を
新
た
に
確

立
し
、
メ
リ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
任
用
原
則
や
職
務
給

原
則
を
堅
持
す
る
こ
と
。

◇

◇

◇

公
務
員
の
任
用
等
を
専
門

的
能
力
（
資
格
や
成
績
）
を

基
準
に
す
る
制
度
を
「
メ
リ
ッ
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公
務
員
の
任
用
等
を
専
門

的
能
力
（
資
格
や
成
績
）
を

基
準
に
す
る
制
度
を
「
メ
リ
ッ

ト
・
シ
ス
テ
ム
」
と
い
い
ま

す
。
対
義
語
は
「
ス
ポ
イ
ル

ズ
・
シ
ス
テ
ム
」
（
猟
官
制

度
）
と
い
い
、
政
権
党
の
事

情
で
公
務
員
の
任
用
が
行
わ

れ
た
政
治
慣
習
で
す
。

明
治
憲
法
下
で
天
皇
の
官

吏
だ
っ
た
公
務
員
は
、
日
本

国
憲
法
で
国
民
全
体
の
奉
仕

ト
・
シ
ス
テ
ム
」
と
い
い
ま

す
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。
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の
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だ
っ
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務
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、
日
本

国
憲
法
で
国
民
全
体
の
奉
仕

者
に
変
わ
り
、
そ
の
具
現
化

の
た
め
に
職
業
公
務
員
へ
と

制
度
も
変
わ
り
ま
し
た
。
。

例
え
れ
ば
、
時
の
政
権
党

の
た
め
に
書
類
を
紛
失
し
た

こ
と
に
し
て
も
昇
進
は
し
な

い
の
が
、
我
が
国
の
公
務
員

制
度
で
あ
り
、
堅
持
す
べ
き

原
則
で
す
。
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全
国
税
は
８
月
19
日
か
ら
20
日
の
二
日
間
、
都
内
で
第
75
回
定
期
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
代
議
員
や
執
行
部
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、
来
賓
を
含
め
、
延

べ
73
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
討
論
で
は
、
「
合
理
化
」
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
労
働

強
化
と
な
る
仕
事
や
パ
ワ
ハ
ラ
の
現
状
、
活
動
報
告
が
交
わ
さ
れ
、
運
動
方
針
を

満
場
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。
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大
会
ま
で
に
、
病
休
中
の

職
員
、
非
常
勤
職
員
、
行

（
二
）
職
員
、
の
３
名
の
仲

間
を
迎
え
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
方
も
、
職
務
上
の
地
位
や

職
場
内
で
の
人
間
関
係
の
優

位
性
を
背
景
に
尊
厳
が
傷
つ

け
ら
れ
る
な
か
、
自
ら
が
全

国
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に
加
入
し
て
た
た
か
い
、

要
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現
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せ
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こ
と
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中
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等
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に
導
入
す
る
な
か
で
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理

運
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の
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新
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庁
長
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に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
立
場
で
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む
か
議

論
と
な
り
ま
し
た
。
事
実
、

調
査
中
に
納
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者
か
ら
批
判

を
投
げ
か
け
ら
れ
た
組
合
員

も
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
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で
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官
を
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い
く
方
針
が
確
立
し
ま
し
た
。
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思
う
が
ま
ま
に
振
舞
っ
て

き
た
政
権
は
、
急
激
に
支
持

を
低
下
さ
せ
て
い
る
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横
暴
・

政
治
の
私
物
化
に
国
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NO
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私
物
化
に
国
民
が
NO

を
突
き
つ
け
た
。

現
場
で
は
、
綱
紀
の
保
持
、

文
書
管
理
の
徹
底
が
叫
ば
れ

て
い
る
。
佐
川
国
税
庁
長
官

を
突
き
つ
け
た
。

現
場
で
は
、
綱
紀
の
保
持
、

文
書
管
理
の
徹
底
が
叫
ば
れ

て
い
る
。
佐
川
国
税
庁
長
官

の
誕
生
で
、
調
査
・
徴
収
、

相
談
等
の
場
で
は
、
納
税
者

か
ら
の
批
判
の
矢
面
に
立
た

さ
れ
て
い
る
。
「
書
類
を
廃

棄
し
た
と
言
え
ば
許
さ
れ
る

の
か
」
「
あ
な
た
に
適
正
・

の
誕
生
で
、
調
査
・
徴
収
、

相
談
等
の
場
で
は
、
納
税
者

か
ら
の
批
判
の
矢
面
に
立
た

さ
れ
て
い
る
。
「
書
類
を
廃

棄
し
た
と
言
え
ば
許
さ
れ
る

の
か
」
「
あ
な
た
に
適
正
・

公
平
な
行
政
を
語
る
資
格
が

あ
る
の
か
」
は
、
現
場
職
員

の
思
い
で
も
あ
る
。
長
官
団

交
で
姿
勢
を
追
及
し
た
い
。

定
員
削
減
と
調
査
事
務
量

の
確
保
で
、
職
員
へ
の
締
め

公
平
な
行
政
を
語
る
資
格
が

あ
る
の
か
」
は
、
現
場
職
員

の
思
い
で
も
あ
る
。
長
官
団

交
で
姿
勢
を
追
及
し
た
い
。

定
員
削
減
と
調
査
事
務
量

の
確
保
で
、
職
員
へ
の
締
め

付
け
は
ま
す
ま
す
強
ま
り
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
蔓
延
さ
せ
て
い
る
。

全
国
税
は
引
き
続
き
、
職

員
の
生
活
と
権
利
を
守
る
た

め
に
た
た
か
う
。

付
け
は
ま
す
ま
す
強
ま
り
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
蔓
延
さ
せ
て
い
る
。

全
国
税
は
引
き
続
き
、
職

員
の
生
活
と
権
利
を
守
る
た

め
に
た
た
か
う
。

稗田中央執行委員長稗田中央執行委員長
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大会宣言（抜粋）

憲法施行70年の節目、「核兵器禁止条約」

が採決された。安倍政権の横暴ぶりが目立つ

が、国民はそれを許さなかった。

森友問題で不誠実答弁を繰り返した佐川国

税庁長官が就任した。「書類がなくなったら

いいのか」「適正公平な課税が実現できるの

か」というのが現場の声だ。

各局が集中化、センター化など競っている。

「税務行政の将来像」が掲載された。「管理

運営部門が合理化の最前線」「統廃合で通え

る場所がなくなる」と声があがった。

雇い止めは人間の尊厳を踏みにじる。

全国の職場で働くみなさんに訴えます。

職場からノルマ主義やハラスメントをなく

し、安心して働くことのできる民主的な職場・

税務行政を確立するため、私たちとともに立

ち上がりましょう。

大会宣言（抜粋）

憲法施行70年の節目、「核兵器禁止条約」

が採決された。安倍政権の横暴ぶりが目立つ

が、国民はそれを許さなかった。

森友問題で不誠実答弁を繰り返した佐川国

税庁長官が就任した。「書類がなくなったら

いいのか」「適正公平な課税が実現できるの

か」というのが現場の声だ。

各局が集中化、センター化など競っている。

「税務行政の将来像」が掲載された。「管理

運営部門が合理化の最前線」「統廃合で通え

る場所がなくなる」と声があがった。

雇い止めは人間の尊厳を踏みにじる。

全国の職場で働くみなさんに訴えます。

職場からノルマ主義やハラスメントをなく

し、安心して働くことのできる民主的な職場・

税務行政を確立するため、私たちとともに立

ち上がりましょう。

日本政府の「核兵器禁止条約」参
加を求める決議（抜粋）

原爆投下から72年目の7月7日、「核兵器の

開発、実験、製造、備蓄、使用及び威嚇とし

ての使用禁止ならびにその廃絶に関する条約」

が、122の国連加盟国・地域の賛成多数によっ

て採択された。これまで、被爆者らの恐怖と

悲惨さを全世界に発信してきた粘り強い取り

組みがあった。

一方で、オランダ等の反対・棄権、核保有

国と「核の傘下」の国々、日本は採択に不参

加であった。初めて原爆投下をされた日本の

政府が、条約からの離脱を早々に決めたこと

に、被爆者や多くの市民が失望を抱いた。

日本政府に訴える。破綻している「核の傘

下」に依存せず、一日も早く条約に参加し、

世界の先頭に立つ勇気を持つことを！

日本政府の「核兵器禁止条約」参
加を求める決議（抜粋）

原爆投下から72年目の7月7日、「核兵器の

開発、実験、製造、備蓄、使用及び威嚇とし

ての使用禁止ならびにその廃絶に関する条約」

が、122の国連加盟国・地域の賛成多数によっ

て採択された。これまで、被爆者らの恐怖と

悲惨さを全世界に発信してきた粘り強い取り

組みがあった。

一方で、オランダ等の反対・棄権、核保有

国と「核の傘下」の国々、日本は採択に不参

加であった。初めて原爆投下をされた日本の

政府が、条約からの離脱を早々に決めたこと

に、被爆者や多くの市民が失望を抱いた。

日本政府に訴える。破綻している「核の傘

下」に依存せず、一日も早く条約に参加し、

世界の先頭に立つ勇気を持つことを！

後間評議員（沖縄国公労・全税支部）後間評議員（沖縄国公労・全税支部） 本田代議員（九州）本田代議員（九州）

室田代議員（北海道）室田代議員（北海道）

〇
東
京
局
の
国
専
採
用
者
は

69
名
減
少
。
他
の
職
員
数
は

変
わ
ら
ず
、
採
用
者
が
減
れ

ば
管
運
の
定
員
も
減
る
。

〇
大
阪
局
で
は
「
５
年
で
１

割
減
」
と
い
う
方
針
。
既
に

２
年
目
だ
が
、
管
運
で
１
１

８
名
減
、
個
人
で
も
71
名
減
。

〇
札
幌
局
で
は
、
一
元
化
を

挟
む
10
年
で
96
名
減
。
若
手

の
割
合
も
増
え
る
な
か
、
様
々

な
「
集
中
化
」
。
職
場
か
ら

笑
い
声
が
消
え
た
。

〇
内
部
事
務
セ
ン
タ
ー
が
各

地
で
始
ま
っ
て
い
る
。
大
阪

〇
東
京
局
の
国
専
採
用
者
は

69
名
減
少
。
他
の
職
員
数
は

変
わ
ら
ず
、
採
用
者
が
減
れ

ば
管
運
の
定
員
も
減
る
。

〇
大
阪
局
で
は
「
５
年
で
１

割
減
」
と
い
う
方
針
。
既
に

２
年
目
だ
が
、
管
運
で
１
１

８
名
減
、
個
人
で
も
71
名
減
。

〇
札
幌
局
で
は
、
一
元
化
を

挟
む
10
年
で
96
名
減
。
若
手

の
割
合
も
増
え
る
な
か
、
様
々

な
「
集
中
化
」
。
職
場
か
ら

笑
い
声
が
消
え
た
。

〇
内
部
事
務
セ
ン
タ
ー
が
各

地
で
始
ま
っ
て
い
る
。
大
阪

局
で
は
、
証
明
・
領
収
・
収

受
以
外
は
セ
ン
タ
ー
処
理
の

方
向
で
、
10
月
か
ら
試
行
。

〇
福
岡
局
の
「
事
務
セ
ン
タ
ー
」

局
で
は
、
証
明
・
領
収
・
収

受
以
外
は
セ
ン
タ
ー
処
理
の

方
向
で
、
10
月
か
ら
試
行
。

〇
福
岡
局
の
「
事
務
セ
ン
タ
ー
」

は
、
福
岡
署
に
設
け
ら
れ
、

58
条
入
力
や
相
続
の
申
告
案

内
の
ほ
か
、
法
定
資
料
の
一

時
督
促
、
事
後
処
理
・
事
後

は
、
福
岡
署
に
設
け
ら
れ
、

58
条
入
力
や
相
続
の
申
告
案

内
の
ほ
か
、
法
定
資
料
の
一

時
督
促
、
事
後
処
理
・
事
後

審
査
・
届
出
書
の
し
ょ
う
よ

う
、
青
色
取
消
し
も
従
事
。

〇
各
地
で
競
う
よ
う
に
「
集

中
化
」
が
進
め
ら
れ
る
背
景

に
は
、
現
行
の
定
員
管
理
の

構
造
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

管
運
が
「
合
理
化
」
の
最
前

線
に
さ
ら
さ
れ
、
労
働
強
化

は
深
刻
だ
。

審
査
・
届
出
書
の
し
ょ
う
よ

う
、
青
色
取
消
し
も
従
事
。

〇
各
地
で
競
う
よ
う
に
「
集

中
化
」
が
進
め
ら
れ
る
背
景

に
は
、
現
行
の
定
員
管
理
の

構
造
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

管
運
が
「
合
理
化
」
の
最
前

線
に
さ
ら
さ
れ
、
労
働
強
化

は
深
刻
だ
。

〇
毎
年
、
調
査
一
年
目
職
員

が
４
名
ず
つ
補
充
。
プ
ラ
ス

社
会
人
経
験
者
。
三
年
目
ま

で
の
職
員
が
一
般
部
門
に
１

人
ず
つ
。
そ
れ
で
一
年
29
件

が
で
き
る
の
か
。

〇
毎
年
、
調
査
一
年
目
職
員

が
４
名
ず
つ
補
充
。
プ
ラ
ス

社
会
人
経
験
者
。
三
年
目
ま

で
の
職
員
が
一
般
部
門
に
１

人
ず
つ
。
そ
れ
で
一
年
29
件

が
で
き
る
の
か
。

〇
資
産
特
官
に
大
規
模
編
成

が
あ
り
、
16
署
が
統
合
。
質

疑
応
答
記
録
書
の
作
成
や
重

加
割
合
が
強
調
さ
れ
た
。

〇
北
陸
の
徴
収
は
元
々
小
さ

く
、
そ
の
な
か
で
１
名
減
る

と
、
１
人
当
た
り
の
所
掌
件

〇
資
産
特
官
に
大
規
模
編
成

が
あ
り
、
16
署
が
統
合
。
質

疑
応
答
記
録
書
の
作
成
や
重

加
割
合
が
強
調
さ
れ
た
。

〇
北
陸
の
徴
収
は
元
々
小
さ

く
、
そ
の
な
か
で
１
名
減
る

と
、
１
人
当
た
り
の
所
掌
件

数
が
増
え
る
。

〇
徴
収
シ
ス
テ
ム
で
は
、
従

事
日
数
を
事
案
に
紐
づ
け
す

る
よ
う
強
調
。
庁
・
局
が
頭

越
し
に
把
握
す
る
の
が
、
最

悪
の
目
的
だ
。
肝
心
の
使
い

勝
手
は
「
中
高
年
い
じ
め
」
。

数
が
増
え
る
。

〇
徴
収
シ
ス
テ
ム
で
は
、
従

事
日
数
を
事
案
に
紐
づ
け
す

る
よ
う
強
調
。
庁
・
局
が
頭

越
し
に
把
握
す
る
の
が
、
最

悪
の
目
的
だ
。
肝
心
の
使
い

勝
手
は
「
中
高
年
い
じ
め
」
。

佐
川
長
官
の
理
財
局
長
時

代
の
国
会
答
弁
や
会
見
を
開

か
な
い
姿
勢
に
国
民
か
ら
批

判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
・
徴
収
や
窓
口
で
、

納
税
者
か
ら
批
判
が
寄
せ
ら

れ
る
な
か
、
こ
の
問
題
に
ど

佐
川
長
官
の
理
財
局
長
時

代
の
国
会
答
弁
や
会
見
を
開

か
な
い
姿
勢
に
国
民
か
ら
批

判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
・
徴
収
や
窓
口
で
、

納
税
者
か
ら
批
判
が
寄
せ
ら

れ
る
な
か
、
こ
の
問
題
に
ど

う
向
き
合
う
か
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

（
来
賓
あ
い
さ
つ
）

あ
の
よ
う
な
国
会
答
弁
を

行
っ
た
者
が
行
政
の
ト
ッ
プ

に
任
用
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
た

う
向
き
合
う
か
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

（
来
賓
あ
い
さ
つ
）

あ
の
よ
う
な
国
会
答
弁
を

行
っ
た
者
が
行
政
の
ト
ッ
プ

に
任
用
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
た

た
か
い
に
敬
意
を
表
す
る
。

〇
会
見
を
行
い
、
自
ら
の
口

で
真
相
を
語
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

（
代
議
員
発
言
）

〇
調
査
先
で
「
通
帳
を
５
年

間
保
存
し
て
い
る
が
、
佐
川

た
か
い
に
敬
意
を
表
す
る
。

〇
会
見
を
行
い
、
自
ら
の
口

で
真
相
を
語
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

（
代
議
員
発
言
）

〇
調
査
先
で
「
通
帳
を
５
年

間
保
存
し
て
い
る
が
、
佐
川

長
官
の
理
財
局
時
代
の
国
会

答
弁
を
聞
い
て
い
れ
ば
、
保

存
す
る
気
持
ち
が
失
せ
た
」

と
批
判
さ
れ
た
。

〇
消
費
税
の
仕
入
控
除
は
領

収
書
等
の
保
管
が
必
要
。
説

明
が
つ
か
な
い
。

〇
佐
川
長
官
に
対
し
て
、
会

見
を
行
う
こ
と
、
で
き
な
い

の
で
あ
れ
ば
辞
職
を
求
め
る

大
会
決
議
を
し
た
ら
ど
う
か
。

◇

◇

◇

こ
う
し
た
議
論
に
対
し
、

長
官
の
理
財
局
時
代
の
国
会

答
弁
を
聞
い
て
い
れ
ば
、
保

存
す
る
気
持
ち
が
失
せ
た
」

と
批
判
さ
れ
た
。

〇
消
費
税
の
仕
入
控
除
は
領

収
書
等
の
保
管
が
必
要
。
説

明
が
つ
か
な
い
。

〇
佐
川
長
官
に
対
し
て
、
会

見
を
行
う
こ
と
、
で
き
な
い

の
で
あ
れ
ば
辞
職
を
求
め
る

大
会
決
議
を
し
た
ら
ど
う
か
。

◇

◇

◇

こ
う
し
た
議
論
に
対
し
、

執
行
部
か
ら
は
、
以
下
の
答

弁
が
あ
り
、
大
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

納
税
者
対
応
で
の
影
響
が

甚
大
だ
。
職
場
で
は
、
事
務

管
理
の
徹
底
や
「
提
出
票
」

導
入
、
そ
れ
に
伴
う
労
働
強

化
が
ま
ん
延
し
て
い
る
。
過

去
に
、
文
書
管
理
で
Ｃ
評
価

さ
れ
た
組
合
員
も
い
た
。

職
場
の
意
見
を
集
め
、
機

関
紙
で
報
道
し
つ
つ
、
長
官

団
交
で
堂
々
と
追
及
す
る
。

執
行
部
か
ら
は
、
以
下
の
答

弁
が
あ
り
、
大
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

納
税
者
対
応
で
の
影
響
が

甚
大
だ
。
職
場
で
は
、
事
務

管
理
の
徹
底
や
「
提
出
票
」

導
入
、
そ
れ
に
伴
う
労
働
強

化
が
ま
ん
延
し
て
い
る
。
過

去
に
、
文
書
管
理
で
Ｃ
評
価

さ
れ
た
組
合
員
も
い
た
。

職
場
の
意
見
を
集
め
、
機

関
紙
で
報
道
し
つ
つ
、
長
官

団
交
で
堂
々
と
追
及
す
る
。

全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
全

税
支
部
協
議
会
は
８
月
19
日
、

第
34
回
定
期
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

大
会
で
は
、
年
２
回
の
協

議
会
で
の
長
官
団
交
で
、
沖

全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
全

税
支
部
協
議
会
は
８
月
19
日
、

第
34
回
定
期
大
会
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